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状況の変化に伴う帰属様式の変化に関する実験的研究

Thechangeofattributionalstylesagainst

theseveralsituations

村上裕恵
Ｈ７ｍｅＭｉｍｚｈα”

Questionnaireswereadministeredtomeasureattributionalstylesonfourdimensions

(locus,globaⅡty,stability,ａｎｄｃ(〕ntrollability)forfourtyl〕ｅｓ()fsituations(achivementsuccess

andfailure，ｉｎterpersonalsuccessandfailure)．YGpersonalityquestionnaireswerealso

administered・Ｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｓｔｕｄｙ・collegestudentscompletedtheattributionalqvestionaire、

Thereliabilitycoefiicientsofeightmeasures（4dimensionsx4situations）rangedfrom、６９ｔ０

．８４andthereliabilitycoeHicientsofsixteendifferenccmeasures（achivement-interpersonal，

success､failurex4dimensions）rangedfrom、５３ｔｏ、68．Theninthesecondstudy，colIege

studeentscompletedtheYGpersonalityquestionnairesinadditiontotheattributlonal

questionnaires、Theresultsofthecorrelationalanalysisshowedtheneccessityofanａｎａlysis

bstweenpersonality（socialextroversion，depressioI1）andsixteendifferencemasures、The

majorconclusionswere：（１）thedlfferencemeasuresofachievement-interpersonalrelatedto

socialextroversioninthelocus,global，andstabledimensions1（２）thedilferencemeasures

ofsuccess･failurerelatedtodepressioniIltｈｅｌｏｃｕｓａｎｄｇｌｏｂａｌ〔limensions．

ＡｂｒａｍｓｏｎｅｔａＬは最終的にWeiderの原因帰属理論

ととり入れ，ＬＨ理論を完成させている。そこでは人は

反応と結果の非随伴性を認知するとこれを内的一外的，

安定的一不安定的，全般的一特殊的の３次元上に帰属す

る。そして，成功事態を外的に不安定的に特殊的に帰属

するほど，また，失敗事態を内的に安定的に全般的に帰

属するほど抑うつ状態は高まるとした。その上，この認

知スタイルを一種の人格変数と考えて，Sellgmanetal．

(1979）はＡＳＳ（AttributionalStyleScale）を作成し

ている。このＡＳＳは成功および失敗の１２の仮説場面か

ら柵成されており，それぞれの場面の原因を推測して，

上記の三次元上に帰属するように作られている。Ｓｅｌｉｇ

ｍａｎｅｔａｌ．（1979）が，このＡＳＳを用いた結果，ＢＤＩ

(BeckDepressionlnventory）によって抑うつ傾向が

高いとされた被験者は，そうでない被験者にくらべ，失

敗事態を内的，安定的，全般的な原因に，成功事態を外

的，不安定的，特殊的な原因に帰属することが示されて

はじめに

人の認知様式と精神的健康との関連をさぐる研究は盛

んになってきており，そこでは，比較的日常的なレベル

での精神的不健康、特に抑うつ傾向についての研究が中

心となっている。又近年，軽うつ病の墹加が報告されて

おり，まさしく現代生活に即した問題となりつつある。

この抑うつ傾向と，認知様式に関する研究で最も注ロさ

れているのがWeiner（1979）の原因帰属様式をとりい

れたAbramsonetal.(1979)のLearnedHelplessness

についての一連の研究である。LearnedHelplessness

理論とは，回避不可能な電気ショックをうけた犬が，そ

の後の回避逃避学習において無力感を示し学習に失敗す

ることをまずＬＨ状態とし，これは自己の反応と結果

の非随伴性を認知したためであると解釈するものであ

る。その後，非随伴性の認知のみでは必ずしも抑うつ状

態に落ちいらないという研究結果が次々とだされ，
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る変数を作成しずそれらの差の変数と，一般的な性格検

査（ＹＧ性格検査）の各人格変数との関係を実験的に調

査することを目的とする。つまり，対人領域と課題領域

とで帰属様式を変化させること，もしくは変化させない

ことと何らかの人格変数とは関連性があるのか，あるい

は成功場面と失敗場面とで帰属様式を変化させること，

もしくは変化させないことと何らかの人格変数とは関連

性があるのかを探索的に調査してみたい。

吹に帰属次元としては，Seligmanetal.（1979）の用

いた原因の位置としての内的一外的(Locus)，全般的一

特殊的（Global)，安定的一不安定的（Stable）の三次元

と，その場面全体の統制可能性次元(Control）の計四次

元を用いることとする。Locus次元については，Rotter

(1966）によるLocusofControl概念があるが，これは

正確には統制の位置をとらえるものであり，Control次

元がすでに含まれることとなる。しかし，Control次元

はそれ自身，最も重要な次元であり，独立した変数で扱

うべきであるという主張（AddersonetaL1983）もあ

り，Locus次元ではControlの概念を入れずに原因の

位腫のみをとらえ，LocuaGlobal，stable次元とは別

に状況全体の統制可能性としてのControl次元を設定し

た。なお方法は質間紙法をとり，被験者としては大学生

を用いた。

2６

いる。しかし，このＡＳＳでは単に場面を成功場面と失

敗場面に二分してそれぞれの帰属様式をとらえているだ

けで，それ以上の場面内容については，特に分類がなさ

れていない。そのためゲームで勝つ場面と，対人関係で

成功する場面が同じ成功場面としてまとめて取りあつか

われることとなる。しかし，我々の実際生活において，

ゲームに勝つことと，対人関係で成功することとは，か

なり違った意味を持ち，個人の心理的側面に与えるイン

パクトも異なるのではないかと考えられる。AndersoI1

＆Arnoult（1985）は，この場面内容ということに注目

し，場面を対人領域(Interpersonal)，非対人領域(Non、

interpersonal）の二領域に分類し，それぞれの成功場

面，失敗場面の帰属様式や統制可能性の認知と，抑うつ

感，孤独感，恥の感覚などの人格変数との関係を調査し

たところ，対人領域の失敗場面で，認知変数と人格変数

との有意な関係を多く見出した。これは抑うつ感，孤独

感，恥の感覚といったものは，単にテストやゲームに失

敗したというような非対人領域の帰属様式や統制可能性

の認知よりは，対人領域の帰属様式や統制可能性の認知

に影響されるものなのではないかということを示唆する

ものである。又,鎌原ら（1983）（1984）も対人関係領域，

課題達成領域おのおので別の帰属測定尺度を作成してお

り，やはり状況に特殊な帰属尺度がより人の認知スタイ

ルを適確にとらえることができるようである。そしてそ

の上で,本研究では,帰属様式の変化というものを考えて

ふたい。これまでの研究では，ある一連の場面に対する

個人の平均的帰属様式を一つの変数としてとり上げ，そ

れがその個人の人格のどのような側面と関連するかを追

求するにとどまっていた。しかし，我々の日常生活にお

ける帰属様式をふり返ってみると，ある場面ではこのよ

うに帰属し，他の場面では違った形で帰属するというよ

うに，場面ごとにかなり帰属様式を変化させているよう

に思われる。つまり，これは原因帰属様式の変化様式と

も言えるようなものであって，どのような場合に対して

も同じような原因帰属様式を持ち続けるのか，あるいは

場面ごとに原因帰属様式を変化させるのか，といった変

化の有無，又，どのように変化させるのか，といった変

化の形態としてとらえられよう。

そこで，本研究では，Ａｂｒａｍｓｏｎｅｔａｌ.（1979）の着

目した成功場面と失敗場面(2)とAnderson＆Arnoult

(1985)の着目した対人領域と非対人領域（課題領域)(2)

を設定し２領域Ｘ２場面の計４種の帰属場面を用意する

こととする。その上で,対人領域と課題領域での帰属様

式の差，成功場面と失敗場面での帰属様式の差を測定す

調査１

目的

課題達成領域・対人関係領域×成功場面・失敗場面そ

れぞれにおける原因帰属様式（Locus，GlobaLStable）

と統制可能性(Control)を測定する尺度，および領域の

違いによる帰属様式の差（課題達成領域一対人関係領

域)，場面の違いによる帰属様式の差（成功場面一失敗

場面）を測定する尺度を作成し，その信頼性について検

討する。

方法

一般的な帰属様式尺度，ＡＳＳｘｘ（SeligmanetaL

1979L鎌原ら（1983）（1984）の帰属様式尺度を参考に

して，課題達成領域における成功場面５場面汀失敗場面

５場面，対人関係領域における成功場面５場面，失敗場

面５場面、計２０場面を作成した。課題達成領域の場面

は，学校における学習状況のなかでの成績の高低，問題

が解ける－解けないといった内容であり，対人関係領域

の場面は友人をつくることができる－できない，友人か

ら好かれる－きらわれるといった内容である。実際の場

面内容は表１に示されているとおりである。次に，それ
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表１質問項目

2７

1．もしもあなたがよい成績をとったとしたら

２．＄しもあなたが学校でだされた課題を簡単にやりおえることができたとしたら

成
功
場
面

３．屯しもあなたが授業中の先生の質問に正しく答えることができたとしたら
課

4．もしもあなたがテストの問題を簡単に解くことができたとしたら

題
5．もしもあなたがある科目の単位をとることができたとしたら

1．もしもあなたが試験の問題ほとんどを解くことができなかったとしたら領 失
敗
場
面

２．屯しもあなたがある科目の単位おとしてしまったとしたら

3．もしもあなたがテストの問題を解くことができなかったとしたら

域

4．もしもあなたが学校でだされた課題を全部やりおえることができなかったとしたら

5．もしもあなたが授業中先生の質問にほとんど答えることができなかったとしたら

Ｌもしもあなたが新しい友達をつくることができたとしたら成
功
場
面

2．もしもあなたがたくさんの友達を持っているとしたら

３．１つしもあなたが友達から好かれているとしたら
対

４．屯しも友達があなたに親切にしてくれたとしたら

人
５．屯しも友達があなたのことを頼りにしているとしたら

1．もしもあなたが友達からきらわれているとしたら領 失
敗
場
面

２．屯しも友達があなたにいじわるをしたとしたら
域

３．屯しも友達があなたのことを頼りにしていないとしたら

4．もしもあなたが新しい友達をつくることができないとしたら

5．もしもあなたが友達がなく一人ぼっちだとしたら

自分にある １２３４５６７周囲にあるＬＯＣＵＳ次
元
項
目

影響する １２３４５６７限られるＧＬＯＢＡＬ

ＳＴＡＢＬＥ 将来において続く１２３４５６７将来なくなる

コントロールできる１２３４５６７コントロールできないＣＯＮＴＲＯＬ

ぞれの場面における原因帰属様式と統制可能性について

の質問項目を作成した。原因帰属様式尺度としては，

｢その原因はあなた自身にあると思いますか，又は周囲

の人や状況にあると思いますか｡」（Locus次元)，「その

原因はこうした問題に限られたものだと思いますか，あ

るいは他の事にも影響していく原因だと思いますか｡」

(Global次元)，「その原因は将来なくなるものだと思い

ますか，あるいば将来においても続いていくものだと思

いますか｡」(Stable次元）の３項目とし，又，統制可能

性尺度としては，「この状況をあなたはコントロールで

きるものだと思いますか｡」（Control次元）の１項目と

し計４項目となった。なおこの４項目についてそれぞれ

７段階での評定をもとめた。（表１参照）

被験者は都内の大学生121名（男52名，女69名）であ

り，昭和61年12月から62年６月にかけて調査した。

結果

本尺度は全部で20場面（課題領域５場面十対人関係領

域５場面×成功場面・失敗場面)×４項目（Locus次元，

Global次元，stable次元，Control次元）で計80項目

となっているが，これを領域，場面，項目により，１６尺
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かという帰属の変化という問題提起から出発している。

そのため本尺度では，課題達成領域と対人関係領域，成

功場面と失敗場面の帰属様式および統制可能性の各得点

とともに，課題達成領域と対人関係領域の差の得点，成

功場面と失敗場面の差の得点が必要となってくる。これ

らを解釈していくために各尺度得点の信頼性(α係数)に

加えて尺度差の信頼性係数を算出した。課題達成領域と

対人関係領域，成功場面と失敗場面のそれぞれの次元尺

度得点は，対人関係領域･失敗場面･Locus次元の信頼性

[（係数(),69をのぞくとすべて.70以上で，ある程度の信

頼性を確保しているといえよう。これに対して，課題達

成領域と対人関係領域との尺度得点差，成功場面と失敗

場面との尺度得点差の信頼性は，原因帰属様式の３次元

得点（Locus,Global,stable)で．60～､68,統制可能性

次元得点（Coutrol）で，、53～･５９と若干低くなってい

る。得点差の信頼性は，差をとる尺度の信頼性と，尺度

間の相関係数から算出され，信頼性の高い得点差を確保

するためには,各尺度得点の信頼性が高く，かつ尺度間の

相関係数は低くなければならない。しかし本尺度では尺

度間の相関係数が比較的高いため，得点差の信頼性が低

下する結果となっている。又，Control次元における尺

度差の信頼性係数は，他の尺度差の信頼性係数にくらべ

低い信頼性を示したが，これはControl次元の尺度間の

相関係数が他の次元の尺度間の相関係数より高かったこ

とに起因する。言いかえるならば，Control次元の尺度

得点は.課題達成領域や対人関係領域,成功場面や失敗場

面の影響を,比較的うけなかったのだと言える。Control

次元は，原因の位置としての内的一外的次元（Locus次

元）とは異なり，その状況全体に対する個々人の統制感

に近いものとなる。そしてこの個人の統制感というもの

は，Rotter（1966）の社会的学習理論によれば，個人が

これまでの統制感の経験を経て，（個人内に屯のの見方と

して獲得していくものであり，状況の差にとらわれない

－つの人格変数としてとらえられる。そのため，様々な

状況における統制感としてのControl次元得点は，個人

内では大きな差を示さなかったものと考えられる。

調査２

目的

調査で作成した尺度を用いて，課題達成領域・対人関

係領域×成功場面・失敗場面それぞれにおける原因帰属

様式（Locus,Global,stable）と統制可能性（Control）

を測定する尺度得点，および領域の違いによる帰属様式

の差（課題達成領域一対人関係領域)，場面の連いによ

表２各尺度のα係数

、’LOCUS|ＧＲＯＢＡＬｌＳＴＡＢＬＥｌＣＯＮＴＲＯＬ

成
功
一
失
敗

課
題
領
域

､７３１、８１１、７９ ､７２

､７９１、７７１．７４ ､７５

成
功
一
失
敗
「対
人
領
域

､７３１．８４１．８０ ､７６

､６９１、７９１．７６ ､７４

表３差の尺度のα係数

、lLOCUSlGLOBALlSTABmlCONTROL

童;÷L二一に
､５４

､５９

|成課題 .５８１．６８１．６０ ､５３

対人 ､６２１‘６６１．６１ ､５８

度（各５項目）に分類した。そしてこの16尺度それぞれ

についてα係数を算出し，その結果，、69～､８４の信頼性

係数を示した。（表２）次に，領域の違い，場面の違い

による帰属様式，統制感の差の尺度得点を考えた。これ

は対人関係領域と課題達成領域の違いが同じ場面の同じ

帰属様式にどのような差を与えているか，あるいは成功

場面と失敗場面の違いが同じ領域の同じ帰属様式にどの

ような差を与えているかということになる。これらの差

の尺度変数は，課題達成領域の帰属様式得点から対人関

係領域の帰属様式得点をひいたもの，成功場面の１１冊}属様

式得点から失敗場面の帰属様式得点をひいたものとして

算出され，課題達成領域一対人関係領域・成功場面一失

敗場面Ｘ４項目で計８尺度となった。次にこの８尺度に

ついてα係数をもとめた結果．、53～､６８の範囲の値をと

った。以上の結果は表３に示されている。

考察

本尺度は，課題達成領域と対人関係領域，および成功

場面と失敗場面における帰属様式や統制可能性の差を反

映できるよう作成された。つまり課題達成領域ではある

帰属様式を持った人が対人関係領域では異なる帰属様式

を持つのではないか,又,成功場面ではある帰属様式を持

った人が失敗場面では異なる帰属様式を持つのではない
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れ，対人関係領域であれ，社会的外向性が高いほどその

成功の原因は１２１分にあり，広く影響し，将来も続き，コ

ントロールできると認知しており，抑うつ性が高いほど

その成功の原因は他にあり，影響せず，将来には続か

ず，コントロールできないと認知したといえる。

しかし，これらの解釈をより明確化するためにはやは

り成功場面と失敗場面での帰属様式の差，課題達成領域

と対人関係領域での帰属の差をとりあげる必要性がある

と考えられる。そこで，ＹＧ性格尺腱の両極端であり，

又成功場面と失敗場面との帰属様式の差や課題達成領域

と対人関係領域との帰属様式の差と関連があると推測さ

れる社会的外向性と抑うつ性を使ってこの明確化を試象

た。社会的外向性という性格傾向は，対人場面での外向

性，社会的接触を好む傾向であるため，領域が課題達成

領域であるか，対人関係領域である力､の影響を受けるの

ではないかと考えられる。又，抑うつ性という性格変数

は，非観的気分を測っており，場面が成功場面である

か、失敗場面である力､の影辮をうけると考えられる。つ

まり，高い社会的外向性を示す人と低い社会的外向性を

示す人とでは課題達成領域と対人関係領域の帰属様式の

差が異なるのではないか，又，高い抑うつ性を示す人と

低い抑うつ性を示す人とでは成功場面と失敗場面との帰

属様式の差が異なるのではないかと予想される。これら

の仮説を検証するために，調査１で検討した課題達成領

域と対人関係領域の差の尺度，成功場面と失敗場面の差

の尺度を用いて，社会的外向性ならびに抑うつ性との関

連を調査した。

まず，被験者の中からＹＧ性格検査の社会的外向性得

点の上位３０名，下位30名，および抑うつ性得点の上位

３０名、下位３０名を抽出した。まず、社会的外向性高得

点群と社会的外向性低得点群における，課題達成領域一

対人関係領域×成功場面・失敗場iiiixLocus次元・Glo・

bal次元・stable次元・Control次元計８尺度のそれぞ

れの平均を示したものが表５である。その結果，Locus

次元の成功場面（t＝2.22,ｐ＜0.05),Global次元の成功

場面（t＝2.35.ｐ＜0.05)，stable次元の成功場面（t＝

2.64,ｐ＜0.05）と失敗場面（t＝1.68,ｐ＜0.1）において

社会的外向性高得点群と低得点群の間に，課題達成領

域一対人関係領域尺度得点の５％から１０％水準の有意

差を見出した。さらに，抑うつ性高得点群と抑うつ性低

得点群における，成功場面一失敗場面×課題達成領域・

対人関係領域ｘＬｏｃｕｓ次元・Global次元・stable次

元・Control次元計８尺度の平均を示したものが表６で

ある。その結果，Locus次元の課題達成領域（t＝1.83,

る帰属様式の差（成功場面一失敗場而）をiⅢ定する尺度

得点と，性格尺度との関連を調べる。

方法

まず原因帰属様式尺度では，課題達成領域・対人関係

領域×成功場面．失敗場面ｘＬｏｃｕｓ次元・Global次元・

stable次元・Control次元，計16尺度得点，課題達成領

域一対人関係領域Ｘ成功場面．失敗場面ｘＬｏｃｕｓ次元・

Global次元・stable次元・Control次元，計８尺度得

点，成功場iHi-失敗場面×課題連成領域・対人関係領域

ｘＬｏｃｕｓ次元・Ｇｌｏｂａｌ次元・stable次元・Control次

元，計８尺度得点を算出する。次に性格尺度としては標

準的な性格検査であるＹＧ性格検査を用いる。ＹＧ性格

検査は，社会的外向性から抑うつ性にいたる12性格変数

をとりあげているが，今回の調査ではこれらの性格変数

を実験的に用いて，前述の帰属尺度との関係を探索的に

調査する。

被験者は，都内の女子大学生１１３名であり，柵査は昭

和62年６月～７月におこなわれた。

結果

まず，課題達成領域・対人関係領域における成功場

面．失敗場面に対するLocus次元,Global次元，stable

次元，Control次元の16尺度とＹＧ性格検査の12性格変

数との相関係数を算出し，１０％域で有意なものの象表４

に示した。全体的には，Locus次元と性格変数との相関

係数が比較的高かった。課題達成領域と対人関係領域に

ついて言えば,stable次元では課題達成領域における相

関係数が比較的高く，Control次元では対人関係領域に

おける相関係数が比較的高く，その他の次元においては

特に差が見られなかった。又，成功場面と失敗場面につ

いて言えば，Locus次元において成功場面で高い相関係

数が比較的算出されたことを除けば，特に差は見られな

かった。以上の結果はいずれも有意なものではなく，こ

れらを総合するとこれら16尺度については性格尺度との

関連において特に差異はないようである。次に，性格変

数の側から見れば，第８番目である客観性でないこと

(空想的，過敏性，主観性）がすべての尺度に対して相

対的に高い相関係数を示した.又，ＹＧ性格検査は社会

的外向性から抑うつ性までを一連の連続した性格特性と

考えるため，第１番目の変数である社会的外向性から第

３番目の変数である思考的外向性までが、ほとんどすぺ

ての成功場面の帰属変数と正の相関関係を持ち，逆に，

第10番目の変数である劣等感の強いことから第12番目の

変数である抑うつ性がほとんどすぺての成功場面の帰属

変数と負の相関関係を持った。これは課題達成領域であ
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の関連を見せた。

まず社会的外向性と，課題達成領域と対人関係領域の

領域差との関連についていえば，Locus次元の成功事態

において社会的外向性の低い人が社会的外向性の高い人

にくらべ正の方向により大きな差を示した。これは社会

的外向性の低い人は，課題達成状況において成功したの

は自分自身に原因があるのだが，対人関係状況において

成功したのはむしろ脚囲の人や状況に原因があるのだと

いうように，成功が探題達成におけるものなのか，対人

関係におけるものなのかによって成功に対する認知様式

を変えているといえる。続くGlobal次元の成功場面，

Stable次元の成功場面では，社会的外向性の高得点群

が，課題達成領域と対人関係領域とで大きな帰属の差を

示しており，対人関係領域の成功のほうが課題達成領域

の成功にくらぺ，他の事にも影響し，将来も続くと認知

している。逆にStilble次元の失敗場面では，社会的外

向性の低得点群が，Ii1M題達成領域と対人関係領域とで，

より大きな帰属の差を示しており，対人関係領域の失敗

のほうが課題達成領域の失敗にくらべ，将来も続くと認

知している。

次に，抑うつ性と，成功場面と失敗場面の場面差との

関連では，まず，Locus次元では課題達成領域，対人関

係領域とも，抑うつ性低得点群が正の方向への帰属の差

を，抑うつ性高得点群が負の方向への帰属の差を示して

いる、差の絶対値からは両群には差はないが，差の方向

性が異なり，課題・対人両領域とも抑うつ性の低い人は

失敗場面より成功場面を内的と認知し，抑うつ性の高い

人は成功場面より失敗場面を内的と認知していることが

示された。又，Global次元の対人関係領域において，

抑うつ性低得点群が抑うつ性高得点群より大きな帰属差

を示しており，抑うつ性の低い人は，対人関係状況では

成功を失敗より影響するものとして認知している。以上

の抑うつ性と成功場面・失敗場面の帰属差は,Seligman

etal.（1979）の結果を支持するものとなっており，抑う

つ性の低いほど成功を内的に，影響するものと認知して

いる。しかし，stable次元，Control次元では特に差は

見られなかった。又，課題達成領域ではLocus次元を

除くと成功場面と失敗場面との間に大きな差が見られた

しのはなく，やはりAnderson＆Arnoult（1985）が指

摘するように，抑うつ感は対人関係領域の原因帰属様式

と関連が深いものと考えられる。

表５社会的外向性高群・低群の領域差得点

高社会的外帆牲|低社会的外向性
＊＊

＊＊

＊

＊
＊

F1

｢１

L｣

＊ｐ＜0.05＊＊ｐ＜０．１０

表６抑うつ性高群・低群の場面差得点

Ｉ“｜皿一服二Ｍ
高抑うつ性

ﾄｰ::－

繩｜鋤一繩一秘

ＬＯＣＵＳ

0.1

ＧＬＯＢＡＬ
＊ ＊

1．５０．２

課題｜ｑ７１ 0.6

SＴＡＨＬＥ

対人 1.4 １．４

…｡L|欝
－０．３ －０．１

0.41.0

＊ｐ＜０．０５＊＊ｐ＜0．１０

p＜0.1)，Locus次元の対人関係領域(t＝1.69,ｐ＜0.11

Global次元の対人関係領域（t＝2.40,ｐ＜0.05）におい

て，抑うつ性高得点群と抑うつ性低得点群との間に，成

功場面一失敗場面尺度得点の５％から１０％水準の有意

差を見出した。

考察

調査２では，調査１で作成した様々な状況に対する原

因帰属様式や統制感の尺度と人格変数（ＹＧ性格検査）

との相関を見た。そして原因帰属様式や統制感といった

認知変数とＹＧ性格検査によって測定された人格変数と

の間の相関関係が認められたため，原因帰属様式や統制

感の領域差・場面差の尺度と人格変数との関連を明確化

した。今回は実験的に，社会的外向性と抑うつ性という

２変数を用いたが，両変数とも領域差や場面差の尺度と

まとめ

本研究では状況が異なると原因帰属様式はどのような
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変化するのか，またその変化とある種の性格傾向とはど

のようにかかわっているのかという点について探索的考

察を試承た。そもそもAbramsonらによるLearX1ed

Helplessnessに関する一連の研究では，まず回避逃避

学習における非随伴性認知が大前提となっているため，

状況が非随伴状況や学習状況に限定される傾向があっ

た。しかし，抑うつ傾向一つを取りあげて率ても，人が

抑うつ感を強く感じるのは，むしろ対人状況においてで

あり，本研究においても，課題達成領域の帰属様式より

は対人関係領域の帰属様式のほうが抑うつ性と関連が深

いことが示された。また，状況の変化に伴なう帰属嫌式

の変化は，今回は帰属様式間の差を尺度として用い，状

況によって帰属様式を変化させること，させないこと，

あるいは変化の方向性が性格変数と関わっていることが

示された。しかし，今後は単純に差を変数としてとりあ

げるのではなく，より大きな枠組をもって帰属様式の変

化をとりあげることを課題としたい。
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